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＜今年は努力が実を結ぶ年＞                      

明けましておめでとうございます。 

今年も干支の話を少々。今年はさる年ですが、平成２８年（２０１６年）

は、正確には『丙申（ひのえ・さる）』と言います。 

丙は「十干」の一つ、申は「十二支」の一つで、本来の干支は「十干」

と「十二支」を組み合わせで表します。つまり『丙申』は６０年に１度回っ

てくる干支なのです。 

『丙申』の漢字は「形が明らかになってくる」「伸びる」と言う意味があり

ます。昨年までの努力が実を結び、形となって現れてくる年だと言える

のではないでしょうか？（諸説あり！） 

どうか良い一年となりますようお祈り申し上げます。 

（代表 山田義之） 

 

本当に強い企業体を作る －キャッシュベースで経営する－  

これは、私がある企業の社員様向けに発信させて 

いただいたコラムの内容になります。 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

『黒字決算』といった言葉があります。 

この「黒字」とは何か、お分かりになりますか？ 

会計では、決算期間でどれだけ利益が出るか「損益計算書」を作成

して把握します。 

ところがこの損益計算書、実は実際のお金の動きとは差異が生じて

いるのです。“損益決算書の損益 ＝ 決算期間で増減したお金”とは

なりません。 

いくつか理由がございますが、そのひとつに「未回収金」があります。 

★例示を用いて説明します。 

ある企業に対し、３月に２億円を売り上げました。しかし、そのお

金に関しては、３月末日までに集金することが出来ません。 

仮に、３／１－３／３１を決算期間としたとすると、この期間のお金の

増減はありません。 

しかし、会計上では売上高が２億円計上されます。 

「損益（２億円）＞実際のお金の増減（0円）」となります。 

さて、冒頭の「黒字決算」ですが、会計上の「黒字」を指します。ここで

気を付けなければいけないのは、「黒字」であっても、実際「お金」はあ

りません。もしも、集金（お金の回収）が遅れれば、常に発生する給与

等の経費を支払えない可能性がでてきます。 

会計上の黒字を追い求めることは必須ですが、「キャッシュ」をベー

スとした経営を行うことは、企業にとって死活を決める部分となります。 

まずは「会計上の数字の動き」と「実際のお金の動き」が違うことに

ついて、ご認識頂ければと思います。 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

こちらの企業様では、「本当に強い企業体」とするために、社員様ひ

とりひとりに経営の概念を持たせることを行っております。 

ほとんどの社員様は「お金の動き」＝「会計上の損益」との認識が強

かったため、その認識を改めるところから始める必要がありました。 

みなさまは、『“本当に強い企業体”を作る』ために、どの様な方法を

とられていますか？ 

（リーダー 刑部圭祐） 

 競馬のハズレ馬券は経費になるのか？－ 裁判のその後 

年末の有馬記念、ご覧になりましたか？最近はテレビ

ＣＭなどでも告知されますし年納めの大きなレースです

ので、普段競馬をやらない方でも、有馬だけは馬券を買

うという方もいらっしゃったのではないでしょうか？ 

万馬券の夢を見ていた方、『もし競馬で万馬券を当てたら、税金はか

かるのか？』について興味はありませんか？ 

以前、ヤマダ会計ＮＥＷＳ（H２５年７月号）でも取り上げましたが、競馬

の税金で係争中だった案件が最高裁判決を受け（注）、昨年国税庁通達

が改正されましたのでご案内します。 

競馬の馬券の購入を機械的・網羅的・大規模に行っており、それを

客観的に認められる記録が残っていれば、ハズレ馬券が経費になり

「雑所得」に該当する場合あり、となりました。 

これは画期的なことで、同様の案件の場合は、「一時所得」を「雑所

得」として取り扱うこととなり、該当する場合は、納めすぎた所得税を還

付してもらうことができます！ 

還付してもらうためには、この通達改正を知った日の翌日から２ヶ月

以内に所轄の税務署に更正の請求をすることが必要です。その際に

は、上記の「機械的・網羅的・大規模に行っていた」ことや、ハズレ馬券

の金額がわかる書類の提出も求められます。ただし、申告期限から５

年を経過した分の所得税については、減額ができません。 

＜注＞ 

元サラリーマンが、資産運用の一環としてインターネットでの馬券購入をしており、当初 

１００万円の元手から馬券自動購入のソフトを活用する等して、３年間で２８億円もの馬券

を購入していたいわゆる“プロ”だったことなどから、事業性・継続性が認められ「雑所得」

と認定された。元サラリーマンの所得税額は５億円から５千万円に大幅に減額された。 

もう一度整理しますが、所得税法上は、競馬の馬券・競輪の車券の

払戻金は、懸賞の賞金品等と同様に「一時所得」扱いとなり、税金が課

されます。但し、一時所得の計算上、特別控除額５０万円を引くことが

できます。「たまたま買った１００円の馬券１００枚のうち、１枚が万馬券

となり、払戻金が３万円だった！」という場合、儲けは２９，９００円で、

他に一時所得が無ければ５０万円の範囲内となり税金がかかることは

ありません。 

大半の競馬ファンは、従来通りの「一時所得」なのだと思いますが、

競馬ファンのみなさんが、これを機にＪＲＡだけでなく国税庁（税金）に

も関心を持っていただけるとうれしいです。 

（チーフリーダー 玉澤一雄） 

 

『ヤマダ会計データ』でみる黒字企業  

「うちも長年の赤字から脱却して黒字転換できた

が、繰越欠損金もなくなって、納める法人税の金額

が心配だぁ。消費税８％でも納税額にびっくりした

けど、“儲かった＝金がある”とは限らないだろう？」

などと行く先々で伺うことの多かった平成２７年。 

黒字企業が増えてきて、納税のための資金繰り

を聞かれる機会が増えたように感じます。 

恒例、ヤマダ会計顧問先様の黒字割合のご案内

です。業種の差はあれど、黒字割合は依然増加傾

向です。 

新たな「目標」を掲げて、本年もがんばりましょう！ 

 

＜右表＞ 

○Ｈ２７／７～１２月に申告した法人 （黒字の定義 ＝ 経常利益がプラス） 

○国税庁事績 Ｈ２６／４～Ｈ２７／３月までに終了した事業年度の申告（欠損金控除前） 

業  種 黒字割合 

建 設 業 ６２．１ ％ 

サービス業 ７０．６ ％ 

製 造 業 ６０．０ ％ 

卸 小 売 業 ８８．９ ％ 

全 業 種 ６９．８ ％ 

国税庁事績 ５７．４ ％ 


